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受講料

子育ては決して出産してから始まるものではなく、妊娠時期、もっと極端に言えば妊娠前から始まります。そして様々な人

や事象との「関わり」によって、子供は発達し、親や家族も育っていきます。このプログラムでは、そんな「関わり」をキーワー

ドに、通常の自治体や産院などで行われている母親教室や両親学級の内容より少し " 深 " めた、妊娠期だけでなく、出産後

の乳幼児期や仕事復帰時期といった将来まで見据えた少し " 進 " めた、今までにない数年先までの子どもの成長・家族のカ

タチを考えることができる " 新 " しいファミリー（両親）学級として、日本福祉大学の知恵を集約した " シン " ファミリー

学級を開講します。

妊娠期のカップルやご家族、子育てや講座内容に興味のある方すべて対象

各回 100 名程度 ※ 1講座のみのご受講も可能です。定員

申込期間
※ 申込状況に応じて、申込期間を短縮または延長する場合がございます。
2022年10月3日 月 ～各講座の開催１週間前まで

お申込みは
こちらから

講座内容の充実のため、申込時にアン
ケートのご回答をお願いいたします。

https://www.n-fukushi.ac.jp/recurrent/

TEL：052-242-3069   FAX：052-242-3020
MAIL：recurrent@ml.n-fukushi.ac.jp
受付時間：月～金  10時～17時（祝日・お盆・年末年始を除く）

日本福祉大学 リカレント教育事業部 企画事業室

2022年度

シン・ファミリー学級とは？

10:00 ～ 12:00

※日程詳細は裏面の講座一覧をご参照ください。
※各講義時間によって予定より早めに終了する場合がございます。

開催日時 （講義時間は 60分～ 90 分ほど）

問合せ先

Zoom
(ライブ配信)



● 申込の際は、複数で受講する場合であっても、１人ずつお申込みください。

● 参加にあたり受講者様の参加の確認および円滑な講義の進行のため、カメラを ON にしていただき、お顔を出しての講義ご参加をお願い

　 いたします。諸事情により、お顔を出して参加ができない方は事前にお問い合わせください。

● Zoomでの開催となるため、Zoomアプリのインストールや初期登録など予めご準備のうえご参加ください。

　 また、通信環境を整 えてご受講ください。

● プライバシーの保護のため、参加中の録音及び録画は禁止とさせていただきます。

● 必ず受講の５分前にはご入室ください。途中入室・途中退出はご遠慮ください。

● 本講座の受講料は無料となりますが、ご参加にあたってかかるパケット通信料等、

　 インターネット環境を整える費　用については、受講者様にご負担いただきます。

● 当日映像が出ない、音が出ないなど機材の不具合に関することへの対応はできません。

　 また、機材の不具合により参加できない場合の保障や賠償などは行っておりませんのでご了承ください。
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妊娠中のカップル・家族の関わり

岡田 由香先生
（看護学部 / 看護学科）

瀬地山 葉矢先生
（教育・心理学部 / 心理学科）

伊藤 シゲ子先生
（教育・心理学部 / 子ども発達学科）

大橋 幸美先生
（看護学部 / 看護学科）

末盛 慶先生
（社会福祉学部 / 社会福祉学科）

渡辺 顕一郎先生
（教育・心理学部 / 子ども発達学科）

親になることとは、家族との関わり 仕事との関わり 地域との関わり

胎児・新生児との関わり 子ども同士の関わり

本講座の受講をご希望の場合、下記手順に従ってお申込みください。申込方法

～親になる・いのちを育む～

新しいいのちを育み、新しい家族となるための親へ
の移行期間である妊娠中のカップルや家族との関わ
りについて妊婦がパートナーに期待する事を中心
に、新しいいのちの誕生を誰とどのように迎えたい
のかなど考えてみましょう。

赤ちゃんの心の発達について、養育者との関わりあ
いやアタッチメントの観点からみていきましょう。
また子どもの健康な心の発達を支えるために大切な、
養育者のメンタルヘルスについても取り上げます。

何もできないように見える乳児ですが、自分だけで
はなく周りと関わりあいながら育っています。「赤
ちゃんのすてきさ」を発見することでこれからの子
育てで出会う「はじめて」のことを楽しむ力をつけ
ていきましょう。

親になるってどういうことなの？子どもができたか
らといってすぐに親になれるの？母性・父性をふま
えた親性についてその発達と家族との関わりについ
て一緒に考えてみましょう。

育児期は子育てや家事そして仕事生活との兼ね合い
など忙しい日々が続きます。こうした中、私たちは
どのように育児期を過ごすのが家族にとって、そし
て社会にとって良いのかを社会学やジェンダーの視
点に立って共に考えていきます。

保育所や幼稚園だけでなく、地域には子育ての相談
に対応してくれる施設、子どもを一時的に預かって
くれる施設など、様々な子育て支援の取組がありま
す。地域の子育て支援を上手に利用しながら子育て
を行っていく方法を学んでいきます。

～乳幼児期の人間関係によ
る発達～

～赤ちゃんの心の発達と養
育者のメンタルヘルス～

～親性の発達と家族機能
との関わりについて～

～育児期の家族生活と仕事
生活－社会学・ジェンダー
の視点から～

～地域の子育て支援につ
いて～

妊娠期 妊娠期

新生児期

乳幼児期

全時期共通社会復帰時期乳幼児期
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受講料無料 定員 : 各回 100 名程度Zoom 配信講座一覧

申込手順の詳細はこちらのサイトよりご確認ください。
（ https://tinyurl.com/msywbfdr）

事前アンケート回答後に表示さ
れる受講申込フォーム URL に
アクセス

HP より事前アンケートに回答
（メールアドレスをご記入いただ
きます）

後日フォームにご記入いただい
たメールアドレス宛てに届く
URL から受講可能に

受講申込みフォームに必要事項
をご記入いただき、送信するこ
とで受講申込みが完了

日本福祉大学  リカレント教育事業部  企画事業室
TEL：052-242-3069   FAX：052-242-3020
MAIL：recurrent@ml.n-fukushi.ac.jp

お問合せ先


